
指
標

名
：
災

害
に

強
い

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
し

て
必

要
な

高
規

格
道

路
（有

料
）
の

４
車

線
化

優
先

整
備

区
間

等
（
約

1
,1

0
0
km

（
令

和
５

年
度

末
時

点
）
）
の

整
備

完
了

率

【
3
8
】
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

機
能

強
化

対
策

【
国

土
交

通
省

】

（
整

備
が

完
了

し
た

区
間

の
延

長
）

／
（
高

規
格

道
路

（
有

料
）
の

４
車

線
化

事
業

中

区
間

ま
た

は
優

先
整

備
区

間
の

延
長

）×
1
0

0


指

標
の

定
義

（
令

和
７
年

４
月

1
日

時
点

）

災
害

に
強

い
国

土
幹

線
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

機
能

を
確

保
す

る
た

め
、
高

規
格

道
路

の
未

整

備
区

間
の

整
備

、
高

規
格

道
路

と
代

替
機

能
を

発
揮

す
る

直
轄

国
道

と
の

ダ
ブ

ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

強
化

等
を

推
進

す
る

。


ポ

イ
ン
ト

高
規

格
道

路
の

未
整

備
区

間
の

状
況

0
1

14

10
0

R5
R6

R1
2

R5
5

現
況

値
（％

）

第
１
次

実
施

中
期
計
画

将
来

目
標
値
（％

）


全

国
値

計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）

381



●
参

考
高

規
格

道
路

の
整

備
状

況

【
3
8
】
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

機
能

強
化

対
策

【
国

土
交

通
省

】

※
上

記
図

は
令

和
７

年
度

４
月

時
点

の
高

規
格

道
路

の
整

備
状

況
を

示
し

て
い

る

※
事

業
中

区
間

の
IC

,J
C

T
名

称
に

は
仮

称
を

含
む

※
首

都
圏

、
中

部
圏

、
近

畿
圏

、
札

幌
、
仙

台
、
広

島
、
北

九
州

、
福

岡
都

市
圏

に
つ

い
て

は
、
一

部
の

路
線

を
図

示
し

て
い

な
い

382



82
88

10
0

R5
R1
2

R3
8

現
況

値
（％

）

第
１
次

実
施

中
期
計
画

将
来

目
標
値
（％

）
計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）

指
標

名
：
緊

急
輸

送
道

路
（
約

1
1
0
,0

0
0
km

）
上

の
橋

梁
（
約

6
5
,0

0
0
橋

（
令

和
５

年
度

末
時

点
）
）
の

耐
震

化
率

【
3
9
】
道

路
橋

梁
等

の
耐

震
機

能
強

化
【
国

土
交

通
省

】


全

国
値


全

国
値

●
緊

急
輸

送
道

路

…
災

害
直

後
か

ら
、
避

難
・
救

助
を

は
じ

め
、
物

資
供

給
等

の
応

急
活

動
の

た
め

に
、
緊

急
車

両

の
通

行
を

確
保

す
べ

き
重

要
な

路
線

で
、
高

速

自
動

車
国

道
や

一
般

国
道

及
び

こ
れ

ら
を

連

絡
す

る
基

幹
的

な
道

路
。

緊
急

輸
送

道
路

上
に

あ
る

橋
梁

が
被

害
を

受

け
通

行
不

能
と

な
る

と
、
避

難
・
救

助
や

物
資

運
搬

等
の

道
路

を
使

用
し

た
災

害
対

応
に

多

大
な

影
響

が
生

じ
る

た
め

、
耐

震
化

の
推

進
が

必
要

で
あ

る
。


ポ

イ
ン
ト


用

語
解

説

（
（
緊

急
輸

送
道

路
上

の
橋

梁
の

耐
震

化
完

了

箇
所

数
）
／

（
緊

急
輸

送
道

路
上

の
橋

梁
の

耐

震
化

必
要

箇
所

数
））

×
1
0

0


指

標
の

定
義

「重
ね

る
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

」に
お

い
て

、
緊

急
輸

送
道

路
上

の
橋

梁
の

耐
震

補
強

状
況

に
つ

い
て

公
開

。

出
典

：重
ね

る
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

h
tt

p
s
:/

/
d

is
a
p

o
rt

a
l.
g

s
i.
g

o
.j

p
/
in

d
e

x
.h

tm
l

※
各

地
域

の
洪

水
・
土

砂
災

害
・
高

潮
・
津

波
の

リ
ス

ク
情

報
、
道

路
防

災
情

報
、
土

地
の

特
徴

・成
り

立
ち

な
ど

を
地

図
や

写
真

に
自

由
に

重
ね

て
表

示
可

能
。

「す
べ

て
の

情
報

か
ら

選
択

」を
ク

リ
ッ

ク
↓

「道
路

防
災

情
報

」を
ク

リ
ッ

ク
↓

「緊
急

輸
送

道
路

上
の

橋
梁

の
耐

震
補

強
状

況
」を

選
択

拡
大

表
示

383



指
標

名
：
電

柱
倒

壊
の

リ
ス

ク
が

あ
る

市
街

地
等

の
第

一
次

緊
急

輸
送

道
路

（
約

1
0
,0

0
0
km

）
※

に
お

け
る

無
電

柱
化

整
備

完
了

率

【
4
0
】
電

柱
倒

壊
リ

ス
ク

が
あ

る
市

街
地

等
の

緊
急

輸
送

道
路

の
無

電
柱

化
対

策
【
国

土
交

通
省

・
総

務
省

・経
済

産
業

省
】


全

国
値

●
緊

急
輸

送
道

路

…
災

害
直

後
か

ら
、
避

難
・
救

助
を

は
じ

め
、
物

資
供

給
等

の
応

急
活

動
の

た
め

に
、
緊

急
車

両

の
通

行
を

確
保

す
べ

き
重

要
な

路
線

で
、
高

速

自
動

車
国

道
や

一
般

国
道

及
び

こ
れ

ら
を

連

絡
す

る
基

幹
的

な
道

路

●
第

一
次

緊
急

輸
送

道
路

…
県

庁
所

在
地

、
地

方
中

心
都

市
及

び
重

要
港

湾
、
空

港
等

を
連

絡
す

る
道

路

緊
急

輸
送

道
路

上
に

あ
る

災
害

に
よ

り
倒

壊
し

緊
急

輸
送

道
路

が
通

行
不

能
と

な
る

と
、

避

難
・
救

助
や

物
資

運
搬

等
の

道
路

を
使

用
し

た

災
害

対
応

に
多

大
な

影
響

が
生

じ
る

た
め

、
耐

震
化

の
推

進
が

必
要

で
あ

る
。


ポ

イ
ン
ト


用

語
解

説

※
対

策
実

施
の

優
先

度
の

観
点

か
ら

、
市

街
地

等
の

緊
急

輸
送

道
路

約
2

0
,0

0
0

㎞
か

ら
市

街
地

等
の

第
一

次
緊

急
輸

送
道

路
に

絞
り

込
み

「重
ね

る
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

」に
お

い
て

、
緊

急
輸

送
道

路
上

の
電

柱
の

有
無

に
つ

い
て

公
開

。

（
市

街
地

等
の

第
一

次
緊

急
輸

送
道

路
の

無
電

柱
化

整
備

延
長

）
／

（
市

街
地

等
の

第
一

次
緊

急
輸

送
道

路
約

1
0

,0
0

0
㎞

）×
1
0

0


指

標
の

定
義

「す
べ

て
の

情
報

か
ら

選
択

」を
ク

リ
ッ

ク
↓

「道
路

防
災

情
報

」を
ク

リ
ッ

ク
↓

「緊
急

輸
送

道
路

上
（国

管
理

）の
電

柱
の

有
無

」を
選

択

拡
大

表
示

出
典

：重
ね

る
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

h
tt

p
s
:/

/
d

is
a
p

o
rt

a
l.
g

s
i.
g

o
.j

p
/
in

d
e

x
.h

tm
l

※
各

地
域

の
洪

水
・
土

砂
災

害
・
高

潮
・
津

波
の

リ
ス

ク
情

報
、
道

路
防

災
情

報
、
土

地
の

特
徴

・成
り

立
ち

な
ど

を
地

図
や

写
真

に
自

由
に

重
ね

て
表

示
可

能
。

※
※

直
轄

国
道

の
み

を
公

開

54
61

10
0

R5
R1
2

R6
1

初
期

値
（
％

）

目
標

値
（
％

）
第
１
次

実
施

中
期
計
画

384



（
（
緊

急
輸

送
道

路
の

一
部

等
（
約

9
,0

0
0

k
m

）
の

沿
道

建

築
物

で
、
耐

震
診

断
が

義
務

付
け

ら
れ

た
も

の
（
7

,2
9

1
棟

（
令

和
６

年
４

月
１
日

時
点

）
）
の

う
ち

、
大

規
模

地
震

時
に

倒

壊
等

し
な

い
よ

う
耐

震
化

等
が

講
じ

ら
れ

た
も

の
）

／
（
緊

急
輸

送
道

路
の

一
部

等
（
約

9
,0

0
0

k
m

）
の

沿
道

建

築
物

で
、
耐

震
診

断
が

義
務

付
け

ら
れ

た
も

の
（
7

,2
9

1
棟

（
令

和
６

年
４

月
１
日

時
点

）
）
）
）
×

1
0

0

44

60

R5
R1
2

現
況

値
（％

）
第
１
次

実
施
中
期
計
画

計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）

指
標

名
：
緊

急
輸

送
道

路
の

一
部

等
（
約

9
,0

0
0
km

）
の

沿
道

建
築

物
で

、
耐

震
診

断
が

義
務

付
け

ら
れ

た
も

の
（
7
,2

9
1
棟

（
令

和
６

年
４

月
１

日
時

点
）
）
の

う
ち

、
大

規
模

地
震

時
に

倒
壊

等
し

な
い

よ
う

耐
震

化
等

が
講

じ
ら

れ
た

も
の

の
割

合

【
4
1
】
住

宅
・
建

築
物

の
耐

震
化

【
国

土
交

通
省

】


全

国
値

●
緊

急
輸

送
道

路
の

一
部

等
の

沿
道

建
築

物

で
、
耐

震
診

断
が

義
務

付
け

ら
れ

た
も

の

…
地

方
公

共
団

体
が

指
定

す
る

避
難

路
等

の

沿
道

建
築

物
で

、
倒

壊
し

た
場

合
に

お
い

て
、

前
面

道
路

の
過

半
を

閉
塞

す
る

恐
れ

の
あ

る

建
築

物
（
高

さ
６

ｍ
を

超
え

る
も

の
）

災
害

時
の

輸
送

・
移

動
に

お
い

て
重

要
な

役
割

を
果

た
す

緊
急

輸
送

道
路

等
の

沿
道

建
築

物

に
つ

い
て

、
耐

震
診

断
や

耐
震

改
修

等
が

行
わ

れ
る

こ
と

で
、
建

築
物

の
倒

壊
に

よ
る

道
路

の

閉
塞

を
防

止
し

、
発

災
時

に
も

円
滑

に
移

動
経

路
を

確
保

す
る

こ
と

が
可

能
に

な
る

。


ポ

イ
ン
ト


用

語
解

説

「重
ね

る
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

」に
お

い
て

、
避

難
路

沿
道

建
築

物
の

耐
震

化
状

況
に

つ
い

て
公

開
。

出
典

：重
ね

る
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

h
tt

p
s
:/

/
d

is
a
p

o
rt

a
l.
g

s
i.
g

o
.j

p
/
in

d
e

x
.h

tm
l

※
各

地
域

の
洪

水
・土

砂
災

害
・高

潮
・津

波
の

リ
ス

ク
情

報
、
道

路
防

災
情

報
、
土

地
の

特
徴

・成
り

立
ち

な
ど

を
地

図
や

写
真

に
自

由
に

重
ね

て
表

示
可

能
。


指

標
の

定
義

画
面

左
の

ウ
ィ

ン
ド

ウ
か

ら
「
す
べ

て
の

情
報

か
ら
選

択
」
＞

「
道

路
防

災
情

報
」
＞

「
避

難
路

沿
道

建
築

物
の

耐
震

化
状

況
」
を

選
択

し
、
閲

覧
し

た
い

都
道

府
県

を
選

択
す

る
と

、
各

都
道

府
県

の
避

難
路

沿
道

建
築

物
の

耐
震

化
状

況
が

確
認

で
き

る
。

※
写

真
は

大
阪

府
の

も
の

385




都

道
府

県
別


市

区
町

村
別 出

典
：
国

土
交

通
省

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

「
住

宅
・
建

築
物

の
耐

震
化

に
つ

い
て

」

＜
サ

イ
ト

U
R

L
＞

h
tt

p
s
:/

/w
w

w
.m

li
t.

g
o

.j
p

/j
u

ta
k
u

k
e

n
ti

k
u

/h
o

u
s
e

/j
u

ta
k
u

k
e

n
ti

k
u

_h
o

u
s
e

_f
r_

0
0

0
0

4
3

.h
tm

l

※
「都

道
府

県
別

の
耐

震
化

率
」、

「市
区

町
村

別
の

耐
震

化
率

」の
デ

ー
タ

が
閲

覧
可

能
。

※
都

道
府

県
・市

区
町

村
の

耐
震

化
率

に
つ

い
て

は
、
国

土
交

通
省

が
各

都

道
府

県
・
市

区
町

村
に

対
し

実
施

し
た

調
査

を
も

と
に

整
理

。
都

道
府

県
・

市
区

町
村

に
よ

っ
て

算
定

年
次

や
算

定
方

法
が

異
な

る
。

指
標

名
：
居

住
世

帯
の

あ
る

住
宅

の
ス

ト
ッ

ク
総

数
の

う
ち

、
大

規
模

地
震

時
に

倒
壊

等
し

な
い

よ
う

耐
震

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
も

の
の

割
合

（
住

宅
の

耐
震

化
率

）

【
4
1
】
住

宅
・
建

築
物

の
耐

震
化

【
国

土
交

通
省

】

90

95

※

R5
R1
2

R1
7

第
１
次

実
施

中
期
計
画


全

国
値

※
耐

震
性

が
不

十
分

な
も

の
を

お
お

む
ね

解
消

（
令

和
７
年

度
時

点
）

住
宅

の
耐

震
化

を
進

め
る

こ
と

で
、
大

規
模

地
震

時
の

建
物

倒
壊

等
を

防

ぎ
、
人

的
被

害
等

の
防

止
に

貢
献

す
る

。


ポ

イ
ン
ト

（
（
居

住
世

帯
の

あ
る

住
宅

の
ス

ト
ッ

ク
総

数
の

う
ち

、
大

規
模

地
震

時
に

倒
壊

等
し

な
い

よ
う

耐
震

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
も

の
）

／
（
居

住
世

帯
の

あ
る

住
宅

の
ス

ト
ッ

ク
総

数
）
）
×

1
0

0


指

標
の

定
義

現
況

値
（％

）
将
来

目
標
値
（％

）

計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）

（
計

画
期

間
内

目
標

値
以

上
）

（
計

画
期

間
内

目
標

値
以

上
）
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指
標

名
：
全

国
の

港
湾

（
9
3
2
港

）
の

う
ち

、
大

規
模

地
震

時
に

確
保

す
べ

き
港

内
の

海
上

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
港

湾
計

画
等

に
基

づ
く
耐

震
強

化
岸

壁
に

加
え

、
前

面
の

水
域

施
設

、
外

郭
施

設
、

背
後

の
荷

さ
ば

き
地

や
臨

港
交

通
施

設
等

を
含

め
た

陸
上

輸
送

か
ら

海
上

輸
送

を
担

う
一

連
の

構
成

施
設

：
4
6
4
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
）
の

整
備

完
了

率

【
4
9
】
港

湾
施

設
の

耐
震

・
耐

波
性

能
等

の
強

化
や

関
連

す
る

技
術

開
発

【
国

土
交

通
省

】

（
令

和
5
年

度
末

時
点

）

35
43

10
0

R5
R1
2

R3
3

現
況

値
（％

）

第
１
次

実
施

中
期
計
画

将
来

目
標
値
（％

）

計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）


全

国
値

●
港

湾
計

画

…
港

湾
法

に
基

づ
き

、
各

港
の

港
湾

管
理

者
が

１
０

～
１
５

年
後

を
目

標
年

次
と

し
て

定
め

る
港

湾
の

開
発

や
利

用
等

に
関

す
る

計
画


用

語
解

説

港
湾

施
設

の
耐

震
化

等
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

大
規

模
地

震
発

生
時

に
お

い
て

も
国

民
生

活
・

経
済

を
支

え
る

海
上

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
維

持
や

緊
急

物
資

輸
送

機
能

の
確

保
を

早
期

に

実
現

す
る

。


ポ

イ
ン
ト

（
（
大

規
模

地
震

時
に

確
保

す
べ

き
港

内
の

海

上
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

完
了

数
）

／
（
全

国
の

港
湾

の
う

ち
、
大

規
模

地
震

時
に

確
保

す
べ

き
港

内
の

海
上

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

数
））

×
1
0

0


指

標
の

定
義

※
全

国
の

港
湾

に
お

け
る

海
上

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
4

6
4

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

）
の

整
備

状
況

：
海

上
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

一
部

が
整

備
済

み
の

港
湾

：
海

上
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

未
整

備
の

港
湾

凡
例

：
海

上
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

整
備

済
み

の
港

湾

※
１
つ

の
港

湾
の

中
に

、
下

図
の

よ
う

な
海

上
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

複
数

計
画

さ
れ

て
い

る
場

合
が

あ
る

。

港
内

の
海

上
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

イ
メ

ー
ジ
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71
90

10
0

R5
R7

R1
0

第
１
次

実
施

中
期
計
画

指
標

名
：
航

路
標

識
（
全

国
5
,1

2
5
か

所
）
の

う
ち

、
災

害
時

の
電

源
喪

失
対

策
が

必
要

な
航

路
標

識
（
1
0
3
か

所
）
の

整
備

完
了

率

【
5
4
】
航

路
標

識
の

耐
災

害
性

強
化

対
策

（
電

源
喪

失
、

監
視

体
制

強
化

、
信

頼
性

向
上

、
レ

ー
ダ

ー
の

耐
風

速
）
【
国

土
交

通
省

】


全

国
値


都

道
府

県
別

（
令

和
７
年

度
末

時
点

）

●
航

路
標

識

…
灯

光
、
形

象
、
彩

色
、
音

響
、
電

波
等

の
手

段

に
よ

り
港

、
湾

、
海

峡
そ

の
他

の
日

本
国

の
沿

岸
水

域
を

航
行

す
る

船
舶

の
指

標
と

す
る

た
め

の
灯

台
、
灯

標
、
立

標
、
浮

標
、
霧

信
号

所
、
無

線
方

位
信

号
所

な
ど

の
施

設
。

災
害

時
に

お
け

る
長

期
停

電
に

よ
る

航
路

標

識
の

消
灯

等
を

防
止

し
、
船

舶
交

通
の

安
全

確

保
を

図
る

た
め

、
予

備
電

源
の

整
備

を
推

進
し

て
い

る
。


ポ

イ
ン
ト


用

語
解

説

（
（
電

源
保

持
時

間
が

基
準

を
満

た
し

て
い

な

い
か

所
の

う
ち

、
整

備
を

実
施

し
た

か
所

数
）

／
（
航

路
標

識
の

電
源

保
持

時
間

が
基

準
を

満

た
し

て
い

な
い

か
所

数
）
）×

1
0

0


指

標
の

定
義

現
況

値
（％

）

（
計

画
期

間
内

目
標

値
）

計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）
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39
61

10
0

R5
R7

R1
2

第
１
次

実
施

中
期
計
画

現
況

値
（％

）

計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）

指
標

名
：
航

路
標

識
（
全

国
5
,1

2
5
か

所
）
の

う
ち

、
災

害
時

に
お

け
る

航
路

標
識

の
機

能
異

常
に

対
応

す
る

た
め

監
視

装
置

の
導

入
が

必
要

な
航

路
標

識
（
1
,6

3
8
か

所
）
の

整
備

完
了

率

【
5
4
】
航

路
標

識
の

耐
災

害
性

強
化

対
策

（
電

源
喪

失
、

監
視

体
制

強
化

、
信

頼
性

向
上

、
レ

ー
ダ

ー
の

耐
風

速
）
【
国

土
交

通
省

】


全

国
値


都

道
府

県
別

（
令

和
7
年

度
末

時
点

）

●
航

路
標

識

…
灯

光
、
形

象
、
彩

色
、
音

響
、
電

波
等

の
手

段

に
よ

り
港

、
湾

、
海

峡
そ

の
他

の
日

本
国

の
沿

岸
水

域
を

航
行

す
る

船
舶

の
指

標
と

す
る

た
め

の
灯

台
、
灯

標
、
立

標
、
浮

標
、
霧

信
号

所
、
無

線
方

位
信

号
所

な
ど

の
施

設
。

台
風

等
の

影
響

に
よ

る
航

路
標

識
の

機
能

異

常
に

起
因

し
た

二
次

被
害

（
船

舶
事

故
）
を

防

止
す

る
た

め
、
航

路
標

識
の

状
態

を
的

確
に

把

握
す

る
た

め
の

監
視

装
置

の
整

備
を

推
進

し
て

い
る

。


ポ

イ
ン
ト


用

語
解

説

（
（
監

視
体

制
強

化
対

策
が

必
要

な
か

所
の

う

ち
、
整

備
を

実
施

し
た

か
所

数
）
／

（
航

路
標

識

の
状

態
を

的
確

に
把

握
で

き
る

よ
う

、
監

視
体

制
強

化
対

策
が

必
要

な
か

所
数

））
×

1
0

0


指

標
の

定
義

（
計

画
期

間
内

目
標

値
）
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22
27

53

10
0

R5
R7

R1
2

R1
7

第
１
次

実
施

中
期
計
画

現
況

値
（％

）

将
来

目
標
値
（％

）

計
画

期
間
内

目
標

値
（％

）

指
標

名
：
航

路
標

識
（
全

国
5
,1

2
5
か

所
）
の

う
ち

、
災

害
時

の
信

頼
性

向
上

及
び

安
定

運
用

に
必

要
な

機
器

等
（
新

光
源

（
L
E
D

）
機

器
：
4
6
0
か

所
、

耐
波

浪
型

L
E
D

機
器

：
1
,4

8
0
か

所
、

船
舶

通
航

信
号

所
関

連
機

器
：
3
2
4
か

所
、

老
朽

機
器

：
2
6
7
か

所
）
の

整
備

完
了

率

【
5
4
】
航

路
標

識
の

耐
災

害
性

強
化

対
策

（
電

源
喪

失
、

監
視

体
制

強
化

、
信

頼
性

向
上

、
レ

ー
ダ

ー
の

耐
風

速
）
【
国

土
交

通
省

】


全

国
値


都

道
府

県
別

（
令

和
７
年

度
末

時
点

）

●
航

路
標

識

…
灯

光
、
形

象
、
彩

色
、
音

響
、
電

波
等

の
手

段

に
よ

り
港

、
湾

、
海

峡
そ

の
他

の
日

本
国

の
沿

岸
水

域
を

航
行

す
る

船
舶

の
指

標
と

す
る

た
め

の
灯

台
、
灯

標
、
立

標
、
浮

標
、
霧

信
号

所
、
無

線
方

位
信

号
所

な
ど

の
施

設
。

航
路

標
識

に
使

用
し

て
い

る
機

器
等

に
つ

い
て

、

災
害

時
等

に
お

い
て

も
安

定
運

用
が

可
能

な

機
器

等
へ

の
換

装
を

推
進

し
て

い
る

。


ポ

イ
ン
ト


用

語
解

説

（
（
信

頼
性

向
上

対
策

が
必

要
な

か
所

の
う

ち
、

整
備

を
実

施
し

た
か

所
数

）
／

（
航

路
標

識
の

安
定

運
用

を
図

る
た

め
、
災

害
等

に
強

い
機

器

等
の

整
備

が
必

要
な

か
所

数
））

×
1
0

0


指

標
の

定
義

（
計

画
期

間
内

目
標

値
以

上
）
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指
標

名
：
航

空
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

拠
点

と
な

る
空

港
（
2
3
空

港
）
に

お
け

る
滑

走
路

等
の

耐
震

対
策

の
完

了
率

【
5
5
】
滑

走
路

等
の

耐
震

対
策

【
国

土
交

通
省

】

61
65

10
0

R6
R1
2

R1
7

現
況

値
（％

）

第
１
次

実
施

中
期
計
画

将
来

目
標
値
（％

）

計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）


全

国
値

耐
震

対
策

済
も

し
く

は
対

策
不

要

耐
震

対
策

検
討

中
も

し
く

は
対

策
中

航
空

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
拠

点
と

な
る

2
3

空
港

に

お
い

て
、
滑

走
路

等
の

耐
震

対
策

（
液

状
化

対

策
・
地

盤
変

状
対

策
）
を

完
了

し
、
地

震
発

生
後

に
お

け
る

救
急

･
救

命
活

動
等

の
拠

点
機

能
の

確
保

や
航

空
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

維
持

を
可

能
と

す
る

。


ポ

イ
ン
ト

（
（
滑

走
路

等
の

耐
震

対
策

〔
液

状
化

対
策

・
地

盤
変

状
対

策
〕
を

完
了

し
た

空
港

数
）

／
（
航

空
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

拠
点

と
な

る
2

3
空

港
））

×
1
0

0


指

標
の

定
義

※
航

空
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

拠
点

と
な

る
空

港
（
2

3
空

港
）
に

お
け

る
耐

震
対

策
の

実
施

状
況

（
令

和
６
年

度
末

時
点

）

仙
台

新
潟

成
田

新
千

歳

東
京

稚
内

釧
路

函
館

中
部

大
阪

関
西

広
島

高
松

福
岡

那
覇

鹿
児

島
高

知

松
山

宮
崎

熊
本

大
分

北
九

州

長
崎
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指
標

名
：
航

空
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

拠
点

と
な

る
空

港
（
2
3
空

港
）
に

お
け

る
護

岸
の

嵩
(か

さ
)上

げ
や

排
水

機
能

の
強

化
等

の
浸

水
対

策
の

完
了

率

【
5
6
】
空

港
に

お
け

る
護

岸
嵩

(か
さ

)上
げ

・
排

水
機

能
強

化
に

よ
る

浸
水

対
策

【
国

土
交

通
省

】

48

91
10
0

R6
R1
2

R2
2

現
況

値
（％

）

第
１
次

実
施

中
期
計
画


全

国
値

（
令

和
６
年

度
末

時
点

）

※
航

空
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

拠
点

と
な

る
空

港
（
2

3
空

港
）
に

お
け

る
浸

水
対

策
の

実
施

状
況

航
空

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
拠

点
と

な
る

2
3

空
港

に

お
い

て
、
護

岸
嵩

上
げ

・
排

水
機

能
強

化
に

よ

る
浸

水
対

策
を

完
了

し
、
頻

発
化

・
激

甚
化

す

る
高

潮
・
豪

雨
等

に
よ

る
水

災
害

か
ら

空
港

施

設
を

守
る

。


ポ

イ
ン
ト

（
（
護

岸
の

嵩
上

げ
や

排
水

機
能

の
強

化
等

の

浸
水

対
策

を
完

了
し

た
空

港
数

〔
新

た
に

対
策

す
る

範
囲

は
今

後
の

気
候

変
動

の
影

響
を

考

慮
し

た
災

害
外

力
の

見
直

し
を

実
施

〕
）

／
（
航

空
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

拠
点

と
な

る
2

3
空

港
））

）×
1
0

0


指

標
の

定
義

※
航

空
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

拠
点

と
な

る
空

港
（
2

3
空

港
）
に

お
け

る
耐

震
対

策
の

実
施

状
況

（
令

和
６
年

度
末

時
点

）

仙
台

新
潟

成
田

新
千

歳

東
京

稚
内

釧
路

函
館

中
部

大
阪

関
西

広
島

高
松

福
岡

那
覇

鹿
児

島
高

知

松
山

宮
崎

熊
本

大
分

北
九

州

長
崎

将
来

目
標
値
（％

）

計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）

浸
水

対
策

済
も

し
く

は
対

策
不

要

浸
水

対
策

検
討

中
も

し
く

は
対

策
中

392



指
標

名
：
全

国
の

空
港

（
9
5
空

港
）
に

お
け

る
空

港
無

線
施

設
等

（
建

物
）
の

津
波

・
高

潮
等

の
安

全
対

策
の

完
了

率

【
5
8
】
空

港
無

線
施

設
等

の
電

源
設

備
等

の
浸

水
対

策
【
国

土
交

通
省

】

79
80

10
0

R6
R1
2

R2
2

現
況

値
（％

）

第
１
次

実
施

中
期
計
画


全

国
値

（
令

和
６
年

度
末

時
点

）

●
空

港
無

線
施

設
等

（
建

物
）

管
制

塔
庁

舎
や

無
線

局
舎

等
、
航

空
機

の
運

航

に
必

要
な

施
設


用

語
解

説

全
国

9
5

空
港

に
お

い
て

、
空

港
無

線
施

設
等

（
建

物
）
の

補
強

、
建

替
え

等
（
活

動
拠

点
室

・
電

源
設

備
等

の
上

階
移

転
配

置
に

よ
る

増
築

・
改

修
を

含
む

。
）
を

完
了

し
、
頻

発
化

・
激

甚
化

す

る
高

潮
・
豪

雨
等

に
よ

る
水

災
害

か
ら

空
港

無

線
施

設
等

の
電

源
設

備
等

を
守

る
。


ポ

イ
ン
ト

（
（
空

港
無

線
施

設
等

（
建

物
）
が

、
津

波
・
高

潮

等
の

水
圧

を
受

け
て

も
建

物
の

安
全

性
が

確

保
さ

れ
て

い
る

空
港

の
数

）
／

（
全

国
の

9
5

空

港
））

×
1
0

0


指

標
の

定
義

※
全

国
の

空
港

（
9

5
空

港
）
に

お
け

る
空

港
無

線
施

設
等

（
建

物
）
の

浸
水

対
策

の
実

施
状

況

将
来

目
標
値
（％

）

計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）

浸
水

対
策

済
も

し
く

は
対

策
不

要

浸
水

対
策

検
討

中
も

し
く

は
対

策
中

393



指
標

名
：
全

国
の

空
港

（
9
5
空

港
）
に

お
け

る
他

空
港

と
の

連
携

を
空

港
の

業
務

継
続

計
画

（
A

2
-
B

C
P

）
等

に
位

置
付

け
て

い
る

計
画

の
策

定
完

了
率

【
5
9
】
地

域
防

災
に

お
け

る
空

港
の

拠
点

化
【
国

土
交

通
省

】

0

10
0

R6
R1
2

現
況

値
（％

）

計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）

第
１
次

実
施

中
期
計
画


全

国
値

計
画

策
定

済

計
画

検
討

中

（
令

和
６
年

度
末

時
点

）

●
業

務
継

続
計

画
（
A

2
-B

C
P

）

空
港

全
体

と
し

て
の

機
能

保
持

及
び

早
期

復

旧
に

向
け

た
目

標
時

間
や

関
係

機
関

の
役

割

分
担

等
を

明
確

化
し

た
計

画


用

語
解

説

全
国

9
5

空
港

に
お

い
て

、
空

港
B

C
P

（
A

2
-

B
C

P
）
に

他
空

港
と

の
連

携
に

関
す

る
計

画
を

策
定

し
、
被

災
地

の
空

港
の

機
能

が
停

止
又

は

低
下

し
た

際
に

、
近

隣
の

空
港

が
代

替
空

港
と

し
て

の
役

割
を

担
い

、
広

域
的

な
地

域
防

災
の

拠
点

と
な

る
こ

と
を

可
能

と
す

る
。


ポ

イ
ン
ト

（
（
空

港
B

C
P

（
A

2
-B

C
P

）
に

他
空

港
と

の
連

携
に

関
す

る
計

画
を

策
定

し
て

い
る

空
港

数
）

／
（全

国
の

9
5

空
港

））
×

1
0

0


指

標
の

定
義

※
全

国
の

空
港

（
9

5
空

港
）
に

お
け

る
他

空
港

と
の

連
携

を
含

め
た

業
務

継
続

計
画

（
A

2
-
B

C
P

）
の

策
定

状
況

394



0
%

ー
1
0

%
未

満

1
0

%
ー

２
０

%
未

満

2
0

%
ー

３
０

%
未

満

3
0

%
ー

４
０

%
未

満

4
0

％
ー

4
9

%
未

満

北
海

道
1
9

⻘
森
県

17

岩
手

県
0

宮
城

県
1
0

秋
田

県
1
2

山
形

県
1
7

福
島
県

22 茨
城

県
4
4

栃
木

県
1
3

群
馬

県
5
0 埼

玉
県

4
2

千
葉

県
1
2

東
京

都
3
6

神
奈

川
県

4
6

新
潟
県

0
富

山
県

4

石
川

県
0

三
重

県
2
1

福
井

県
7

広
島

県
2
4

山
梨

県
1
7

静
岡

県
2
5

京
都

府
2
5

長
野

県
4

岐
阜

県
1
3

愛
知

県
2
3

大
阪

府
3
4

滋
賀

県
1
0

香
川

県
1
9

和
歌

山
県

1
3

奈
良

県
0

兵
庫

県
2
2

鳥
取

県
0

岡
山

県
2
1

福
岡

県
1
5

島
根

県
0

山
口

県
0

高
知

県
2
5

徳
島

県
0

愛
媛

県
1
6

佐
賀

県
5

大
分

県
1
7

長
崎

県
3
6

熊
本

県
1
6

沖
縄

県
4
3

鹿
児

島
県

5

宮
崎

県
1
5

指
標

名
：
民

間
物

資
拠

点
（
全

国
1
,8

1
6
か

所
）
の

う
ち

、
災

害
時

に
物

流
拠

点
と

し
て

の
機

能
を

維
持

す
る

こ
と

が
で

き
る

電
源

設
備

の
導

入
完

了
率

【
6
0
】
物

流
事

業
者

に
お

け
る

災
害

対
応

力
の

強
化

【
国

土
交

通
省

】


都

道
府

県
別

19
.7

50

10
0

R5
R1
2

R2
4

現
況

値
（
％

）

第
１
次

実
施

中
期
計
画

将
来

目
標
値
（％

）


全

国
値

（
令

和
５
年

度
末

時
点

）

●
民

間
物

資
拠

点

営
業

倉
庫

な
ど

物
流

事
業

者
等

が
有

す
る

物

流
施

設
。


用

語
解

説

民
間

物
資

拠
点

に
つ

い
て

電
源

設
備

の
導

入

を
支

援
す

る
こ

と
に

よ
り

、
災

害
発

生
時

も
物

流
機

能
や

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

を
維

持
す

る
。


ポ

イ
ン
ト

（
（
災

害
時

に
物

流
施

設
と

し
て

の
機

能
を

維

持
す

る
こ

と
が

で
き

る
電

源
設

備
を

導
入

し
て

い
る

施
設

）
／

（
民

間
物

資
拠

点
（
全

国
1
,8

1
6

か
所

））
）×

1
0

0


指

標
の

定
義

計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）

5
0

%
以

上
（
計

画
期

間
内

目
標

値
以

上
）
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指
標

名
：
全

国
の

市
区

町
村

（
1
,7

4
1
市

区
町

村
）
と

物
流

事
業

者
団

体
と

の
間

の
支

援
物

資
物

流
に

関
す

る
協

力
協

定
の

締
結

完
了

率

【
6
1
】
ラ

ス
ト

マ
イ

ル
を

含
む

円
滑

な
支

援
物

資
輸

送
体

制
の

構
築

【
国

土
交

通
省

】

●
物

流
事

業
者

団
体

…
貨

物
自

動
車

運
送

事
業

者
、
貨

物
利

用
運

送

事
業

者
、
鉄

道
事

業
者

、
海

上
運

送
者

、
港

湾

運
送

事
業

者
、
航

空
運

送
事

業
者

、
倉

庫
事

業

者
、
又

は
こ

れ
ら

の
事

業
者

を
会

員
と

す
る

物

流
団

体
を

い
う

。


用

語
解

説

物
流

事
業

者
等

と
の

災
害

時
協

力
協

定
の

締

結
・
高

度
化

等
の

促
進

等
の

取
組

を
進

め
、
各

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
災

害
時

の
円

滑
か

つ

迅
速

な
支

援
物

資
輸

送
体

制
を

維
持

・
確

保
す

る
。


ポ

イ
ン
ト

（
（
い

ず
れ

か
の

物
流

事
業

者
（
指

定
公

共
機

関

等
）
と

災
害

協
定

を
締

結
し

て
い

る
市

区
町

村

数
）
／

（
市

区
町

村
数

（
全

国
1
,7

4
1

市
区

町

村
））

）×
1
0

0


指

標
の

定
義

北
海

道
1
0

0

青
森

県
2

0 岩
手

県
6

4

宮
城

県
9

7

秋
田

県
1
0

0

山
形

県
6

6

福
島

県
5

8

栃
木

県
1
0

0

新
潟

県
5

3
富

山
県

2
7

石
川

県
9

0

岐
阜

県
3

6

茨
城

県
1
0

0

神
奈

川
県

9
4

福
井

県
2

4
京

都
府

3
9

長
野

県
2

7

愛
知

県
7

2

鳥
取

県
3

7

岡
山

県
3

3

島
根

県
2

6

山
口

県
4

7

佐
賀

県
5

大
分

県
1
1

宮
崎

県
3

1

群
馬

県
5

1

千
葉

県
7

4
.1

広
島

県
5

7
静

岡
県

9
4

滋
賀

県
5

8

奈
良

県
2

8

兵
庫

県
7

1

福
岡

県
4

5
徳

島
県

4
2

愛
媛

県
6

0
長

崎
県

3
3

熊
本

県
9

8

鹿
児

島
県

3
5

埼
玉

県
9

8

三
重

県
6

6

山
梨

県
7

4

大
阪

府
6

1
香

川
県

7
1

和
歌

山
県

9
7

高
知

県
2

9

東
京

都
7

9

沖
縄

県
4

.9


都

道
府

県
別

（
令

和
6
年

度
時

点
）

（
計

画
期

間
内

目
標

値
以

上
）

62
80

10
0

R6
R1
2

R1
7

現
況

値
（％

）

第
１
次

実
施

中
期
計
画

将
来

目
標
値
（％

）

計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）


全

国
値

396



9
9

30

10
0

R5
R6

R1
2

R3
6

第
１
次

実
施

中
期
計
画

現
況

値
（％

）

将
来

目
標
値
（％

）

計
画

期
間
内

目
標

値
（％

）

指
標

名
：
給

水
区

域
内

か
つ

下
水

道
処

理
区

域
内

に
お

け
る

重
要

施
設

（
約

3
5
,0

0
0
か

所
）
の

う
ち

、
接

続
す

る
水

道
・
下

水
道

の
管

路
等

の
両

方
が

耐
震

化
さ

れ
て

い
る

重
要

施
設

の
割

合

【
6
2
】
上

下
水

道
施

設
の

耐
災

害
性

強
化

【
国

土
交

通
省

】


全

国
値


都

道
府

県
別

（
令

和
６
年

度
末

時
点

）

●
重

要
施

設

…
地

域
防

災
計

画
等

で
定

め
ら

れ
て

い
る

避

難
所

や
医

療
機

関
等

、
災

害
時

に
上

下
水

道
機

能
の

確
保

が
必

要
な

施
設

。

●
給

水
区

域

…
水

道
事

業
者

が
配

水
管

を
整

備
し

て
住

民

に
水

道
水

を
供

給
す

る
区

域
。

●
下

水
道

処
理

区
域

…
下

水
道

が
整

備
さ

れ
、
家

庭
や

工
場

か
ら

の
汚

水
等

を
下

水
処

理
場

で
処

理
で

き
る

よ

う
に

な
っ

た
区

域
。

災
害

時
に

も
上

下
水

道
の

機
能

を
継

続
的

に

提
供

す
る

た
め

、
上

下
水

道
施

設
の

耐
災

害
性

強
化

を
推

進
し

て
い

る
。


ポ

イ
ン
ト


用

語
解

説

（
（
対

象
全

重
要

施
設

の
う

ち
、

接
続

す
る

水

道
・
下

水
道

の
管

路
等

の
両

方
が

耐
震

化
さ

れ

て
い

る
箇

所
数

）

／
（
給

水
区

域
内

か
つ

下
水

道
処

理
区

域
内

に

お
け

る
重

要
施

設
の

箇
所

数
）
）
×

1
0

0


指

標
の

定
義

（
計

画
期

間
内

目
標

値
以

上
）
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43
45

59

10
0

R5
R6

R1
2

R3
1

第
１
次

実
施

中
期
計
画

現
況

値
（％

）
将
来

目
標
値
（％

）

計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）

指
標

名
：
水

道
の

急
所

施
設

で
あ

る
導

水
管

・
送

水
管

（
約

6
2
,0

0
0
km

）
の

耐
震

化
完

了
率

【
6
2
】
上

下
水

道
施

設
の

耐
災

害
性

強
化

【
国

土
交

通
省

】


全

国
値


都

道
府

県
別

（
令

和
６
年

度
時

点
）

●
急

所
施

設

…
上

下
水

道
シ

ス
テ

ム
に

お
い

て
、
そ

の
施

設
が

機
能

を
失

え
ば

シ
ス

テ
ム

全
体

が
機

能
を

失
う

最
重

要
施

設
。
取

水
施

設
、
導

水
管

、
浄

水
施

設
、
送

水
管

、
配

水
池

、
下

水
処

理
場

、

下
水

処
理

場
～

下
水

処
理

場
直

前
の

合
流

地
点

ま
で

の
下

水
道

管
路

及
び

ポ
ン

プ
場

を
急

所
施

設
※

と
し

て
い

る
。

※
流

域
下

水
道

の
下

水
道

管
路

及
び

ポ
ン

プ
場

に
つ

い
て

は
、
最

終
合

流
地

点
以

前
も

含
め

て
急

所
施

設
と

す
る

。

●
導

水
管

…
河

川
等

の
水

源
か

ら
浄

水
場

に
原

水
を

送
る

管
。

●
送

水
管

…
浄

水
場

か
ら

配
水

施
設

に
浄

水
を

送
る

た
め

の
管

路
。

災
害

時
に

も
上

下
水

道
の

機
能

を
継

続
的

に
提

供
す

る
た

め
、
上

下
水

道
施

設
の

耐
災

害
性

強
化

を
推

進
し

て
い

る
。

※
連

絡
管

等
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

施
設

に
よ

る
冗

長
性

を
確

保
し

つ
つ

、
耐

震
化

を
推

進
す

る
。


ポ

イ
ン
ト


用

語
解

説

（
（
対

象
全

導
水

管
・
送

水
管

の
う

ち
、
耐

震
適

合
性

の
あ

る

延
長

）／
（
対

象
全

導
水

管
・送

水
管

の
全

延
長

））
×

1
0

0


指

標
の

定
義

（
計

画
期

間
内

目
標

値
以

上
）

398



46
52

67

10
0

R5
R6

R1
2

R2
3

第
１
次

実
施

中
期
計
画

現
況

値
（％

）
将
来

目
標
値
（％

）

計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）

指
標

名
：
水

道
の

急
所

施
設

で
あ

る
取

水
施

設
（
全

国
の

取
水

施
設

能
力

：
約

7
,6

0
0
万

㎥
/
日

）
の

耐
震

化
完

了
率

【
6
2
】
上

下
水

道
施

設
の

耐
災

害
性

強
化

【
国

土
交

通
省

】


全

国
値


都

道
府

県
別

（
令

和
６
年

度
時

点
）

●
急

所
施

設

…
上

下
水

道
シ

ス
テ

ム
に

お
い

て
、
そ

の
施

設
が

機
能

を
失

え
ば

シ
ス

テ
ム

全
体

が
機

能
を

失
う

最
重

要
施

設
。
取

水
施

設
、
導

水
管

、
浄

水
施

設
、
送

水
管

、
配

水
池

、
下

水
処

理
場

、

下
水

処
理

場
～

下
水

処
理

場
直

前
の

合
流

地
点

ま
で

の
下

水
道

管
路

及
び

ポ
ン

プ
場

を
急

所
施

設
※

と
し

て
い

る
。

※
流

域
下

水
道

の
下

水
道

管
路

及
び

ポ
ン

プ
場

に
つ

い
て

は
、
最

終
合

流
地

点
以

前
も

含
め

て
急

所
施

設
と

す
る

。

●
取

水
施

設

…
水

道
の

水
源

で
あ

る
河

川
や

湖
沼

、
地

下
水

等
か

ら
原

水
を

取
り

入
れ

る
た

め
の

設
備

。

災
害

時
に

も
上

下
水

道
の

機
能

を
継

続
的

に
提

供
す

る
た

め
、
上

下
水

道
施

設
の

耐
災

害
性

強
化

を
推

進
し

て
い

る
。

※
連

絡
管

等
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

施
設

に
よ

る
冗

長
性

を
確

保
し

つ
つ

、
耐

震
化

を
推

進
す

る
。


ポ

イ
ン
ト


用

語
解

説

（
（
対

象
全

取
水

施
設

の
う

ち
、
耐

震
対

策
の

施
さ

れ
た

取

水
施

設
能

力
）／

（対
象

全
取

水
施

設
能

力
））

×
1
0

0


指

標
の

定
義

（
計

画
期

間
内

目
標

値
以

上
）
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43
47

76
10
0

R5
R6

R1
2

R1
7

第
１
次

実
施

中
期
計
画

指
標

名
：
水

道
の

急
所

施
設

で
あ

る
浄

水
施

設
（
全

国
の

浄
水

施
設

能
力

：
約

7
,1

0
0
万

㎥
/
日

）
の

耐
震

化
完

了
率

【
6
2
】
上

下
水

道
施

設
の

耐
災

害
性

強
化

【
国

土
交

通
省

】


全

国
値


都

道
府

県
別

（
令

和
６
年

度
末

時
点

）

●
急

所
施

設

…
上

下
水

道
シ

ス
テ

ム
に

お
い

て
、
そ

の
施

設
が

機
能

を
失

え
ば

シ
ス

テ
ム

全
体

が
機

能
を

失
う

最
重

要
施

設
。
取

水
施

設
、
導

水
管

、
浄

水
施

設
、
送

水
管

、
配

水
池

、
下

水
処

理
場

、

下
水

処
理

場
～

下
水

処
理

場
直

前
の

合
流

地
点

ま
で

の
下

水
道

管
路

及
び

ポ
ン

プ
場

を
急

所
施

設
※

と
し

て
い

る
。

※
流

域
下

水
道

の
下

水
道

管
路

及
び

ポ
ン

プ
場

に
つ

い
て

は
、
最

終
合

流
地

点
以

前
も

含
め

て
急

所
施

設
と

す
る

。

●
浄

水
施

設

…
導

水
管

等
に

よ
っ

て
水

源
か

ら
送

ら
れ

た
原

水
を

飲
用

に
適

す
る

よ
う

に
浄

水
処

理
す

る
施

設
。

災
害

時
に

も
上

下
水

道
の

機
能

を
継

続
的

に
提

供
す

る
た

め
、
上

下
水

道
施

設
の

耐
災

害
性

強
化

を
推

進
し

て
い

る
。

※
連

絡
管

等
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

施
設

に
よ

る
冗

長
性

を
確

保
し

つ
つ

、
耐

震
化

を
推

進
す

る
。


ポ

イ
ン
ト


用

語
解

説


指

標
の

定
義

（
（
対

象
全

浄
水

施
設

の
う

ち
、
耐

震
対

策
の

施
さ

れ
た

浄

水
施

設
能

力
）
／

（対
象

全
浄

水
施

設
能

力
））

×
1
0

0

現
況

値
（
％

）
将
来

目
標
値
（％

）

計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）

（
計

画
期

間
内

目
標

値
以

上
）
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67
68

84
10
0

R5
R6

R1
2

R1
8

第
１
次

実
施
中
期
計
画

指
標

名
：
水

道
の

急
所

施
設

で
あ

る
配

水
池

（
全

国
の

配
水

池
有

効
能

力
：
約

4
,0

0
0
万

㎥
）
の

耐
震

化
完

了
率

【
6
2
】
上

下
水

道
施

設
の

耐
災

害
性

強
化

【
国

土
交

通
省

】


全

国
値


都

道
府

県
別

（
令

和
６
年

度
時

点
）

●
急

所
施

設

…
上

下
水

道
シ

ス
テ

ム
に

お
い

て
、
そ

の
施

設
が

機
能

を
失

え
ば

シ
ス

テ
ム

全
体

が
機

能
を

失
う

最
重

要
施

設
。
取

水
施

設
、
導

水
管

、
浄

水
施

設
、
送

水
管

、
配

水
池

、
下

水
処

理
場

、

下
水

処
理

場
～

下
水

処
理

場
直

前
の

合
流

地
点

ま
で

の
下

水
道

管
路

及
び

ポ
ン

プ
場

を
急

所
施

設
※

と
し

て
い

る
。

※
流

域
下

水
道

の
下

水
道

管
路

及
び

ポ
ン

プ
場

に
つ

い
て

は
、
最

終
合

流
地

点
以

前
も

含
め

て
急

所
施

設
と

す
る

。

●
配

水
池

…
浄

水
場

か
ら

供
給

さ
れ

た
浄

水
を

一
時

的
に

貯
留

し
て

お
く

施
設

。

災
害

時
に

も
上

下
水

道
の

機
能

を
継

続
的

に
提

供
す

る
た

め
、
上

下
水

道
施

設
の

耐
災

害
性

強
化

を
推

進
し

て
い

る
。

※
連

絡
管

等
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

施
設

に
よ

る
冗

長
性

を
確

保
し

つ
つ

、
耐

震
化

を
推

進
す

る
。


ポ

イ
ン
ト


用

語
解

説

（
（
対

象
全

配
水

池
の

う
ち

、
耐

震
対

策
の

施
さ

れ
た

配
水

池
有

効
容

量
）
／

（
対

象
全

配
水

池
有

効
容

量
）
）×

1
0

0


指

標
の

定
義

現
況

値
（％

）
将
来

目
標
値
（％

）

計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）

（
計

画
期

間
内

目
標

値
以

上
）
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70
71

80
10
0

R5
R6

R1
2

R2
5

第
１
次

実
施

中
期
計
画

現
況

値
（％

）
将
来

目
標
値
（％

）

計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）

指
標

名
：
下

水
道

の
急

所
施

設
で

あ
る

下
水

道
管

路
（
約

9
,1

0
0
km

）
の

耐
震

化
完

了
率

【
6
2
】
上

下
水

道
施

設
の

耐
災

害
性

強
化

【
国

土
交

通
省

】


全

国
値


都

道
府

県
別

（
令

和
６
年

度
末

時
点

）

●
急

所
施

設

…
上

下
水

道
シ

ス
テ

ム
に

お
い

て
、
そ

の
施

設
が

機
能

を
失

え
ば

シ
ス

テ
ム

全
体

が
機

能
を

失
う

最
重

要
施

設
。
取

水
施

設
、
導

水
管

、
浄

水
施

設
、
送

水
管

、
配

水
池

、
下

水
処

理
場

、

下
水

処
理

場
～

下
水

処
理

場
直

前
の

合
流

地
点

ま
で

の
下

水
道

管
路

及
び

ポ
ン

プ
場

を
急

所
施

設
※

と
し

て
い

る
。

※
流

域
下

水
道

の
下

水
道

管
路

及
び

ポ
ン

プ
場

に
つ

い
て

は
、
最

終
合

流
地

点
以

前
も

含
め

て
急

所
施

設
と

す
る

。

●
下

水
道

管
路

…
家

庭
や

工
場

か
ら

の
汚

水
や

雨
水

を
下

水
処

理
場

や
河

川
等

へ
運

ぶ
施

設
。

災
害

時
に

も
上

下
水

道
の

機
能

を
継

続
的

に
提

供
す

る
た

め
、
上

下
水

道
施

設
の

耐
災

害
性

強
化

を
推

進
し

て
い

る
。


ポ

イ
ン
ト


用

語
解

説

（
（
下

水
処

理
場

～
下

水
処

理
場

直
前

の
合

流
地

点
ま

で
の

下
水

道
管

路
の

う
ち

、
耐

震
化

さ
れ

た
延

長
）

／
（
下

水
処

理
場

～
下

水
処

理
場

直
前

の
合

流
地

点
ま

で

の
全

下
水

道
管

路
の

延
長

））
×

1
0

0

※
流

域
下

水
道

の
下

水
道

管
路

は
す

べ
て

対
象


指

標
の

定
義

（
計

画
期

間
内

目
標

値
以

上
）
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（
（
対

象
全

下
水

処
理

場
の

う
ち

、
地

震
時

に
お

い
て

も
排

水
機

能
が

確
保

さ
れ

た
箇

所
数

）

／
（対

象
全

下
水

処
理

場
の

箇
所

数
））

×
1
0

0

49
50

63

10
0

R5
R6

R1
2

R3
2

第
１
次

実
施

中
期
計
画

現
況

値
（％

）
将
来

目
標
値
（％

）

計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）

指
標

名
：
下

水
道

の
急

所
施

設
で

あ
る

下
水

処
理

場
（
約

1
,6

0
0
か

所
）
の

耐
震

化
完

了
率

【
6
2
】
上

下
水

道
施

設
の

耐
災

害
性

強
化

【
国

土
交

通
省

】


全

国
値


都

道
府

県
別

（
令

和
６
年

度
時

点
）

●
急

所
施

設

…
上

下
水

道
シ

ス
テ

ム
に

お
い

て
、
そ

の
施

設
が

機
能

を
失

え
ば

シ
ス

テ
ム

全
体

が
機

能
を

失
う

最
重

要
施

設
。
取

水
施

設
、
導

水
管

、
浄

水
施

設
、
送

水
管

、
配

水
池

、
下

水
処

理
場

、

下
水

処
理

場
～

下
水

処
理

場
直

前
の

合
流

地
点

ま
で

の
下

水
道

管
路

及
び

ポ
ン

プ
場

を
急

所
施

設
※

と
し

て
い

る
。

※
流

域
下

水
道

の
下

水
道

管
路

及
び

ポ
ン

プ
場

に
つ

い
て

は
、
最

終
合

流
地

点
以

前
も

含
め

て
急

所
施

設
と

す
る

。

●
下

水
処

理
場

…
家

庭
や

工
場

か
ら

排
出

さ
れ

た
汚

水
等

を
微

生
物

の
働

き
な

ど
で

浄
化

し
、
き

れ
い

な
水

に
し

て
河

川
や

海
へ

戻
す

施
設

。

災
害

時
に

も
上

下
水

道
の

機
能

を
継

続
的

に
提

供
す

る
た

め
、
上

下
水

道
施

設
の

耐
災

害
性

強
化

を
推

進
し

て
い

る
。


ポ

イ
ン
ト


用

語
解

説


指

標
の

定
義

（
計

画
期

間
内

目
標

値
以

上
）
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52
53

69

10
0

R5
R6

R1
2

R2
5

第
１
次

実
施

中
期
計
画

現
況

値
（％

）
将
来

目
標
値
（％

）

計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）

指
標

名
：
下

水
道

の
急

所
施

設
で

あ
る

ポ
ン

プ
場

（
約

9
0
0
か

所
）
の

耐
震

化
完

了
率

【
6
2
】
上

下
水

道
施

設
の

耐
災

害
性

強
化

【
国

土
交

通
省

】


全

国
値


都

道
府

県
別

（
令

和
６
年

度
時

点
）

●
急

所
施

設

…
上

下
水

道
シ

ス
テ

ム
に

お
い

て
、
そ

の
施

設
が

機
能

を
失

え
ば

シ
ス

テ
ム

全
体

が
機

能
を

失
う

最
重

要
施

設
。
取

水
施

設
、
導

水
管

、
浄

水
施

設
、
送

水
管

、
配

水
池

、
下

水
処

理
場

、

下
水

処
理

場
～

下
水

処
理

場
直

前
の

合
流

地
点

ま
で

の
下

水
道

管
路

及
び

ポ
ン

プ
場

を
急

所
施

設
※

と
し

て
い

る
。

※
流

域
下

水
道

の
下

水
道

管
路

及
び

ポ
ン

プ
場

に
つ

い
て

は
、
最

終
合

流
地

点
以

前
も

含
め

て
急

所
施

設
と

す
る

。

●
ポ

ン
プ

場

…
汚

水
を

下
水

処
理

場
ま

で
運

ぶ
た

め
や

、
雨

水
を

河
川

に
放

流
す

る
た

め
の

施
設

。

災
害

時
に

も
上

下
水

道
の

機
能

を
継

続
的

に
提

供
す

る
た

め
、
上

下
水

道
施

設
の

耐
災

害
性

強
化

を
推

進
し

て
い

る
。


ポ

イ
ン
ト


用

語
解

説

（
（
下

水
処

理
場

～
下

水
処

理
場

直
前

の
合

流
地

点
ま

で
の

全
ポ

ン
プ

場
の

う
ち

、
地

震
時

に
お

い
て

も
排

水
機

能
が

確
保

さ
れ

た
箇

所
数

）
／

（
下

水
処

理
場

～
下

水
処

理
場

直

前
の

合
流

地
点

ま
で

の
全

ポ
ン

プ
場

の
箇

所
数

））
×

1
0

0

※
流

域
下

水
道

の
ポ

ン
プ

場
は

す
べ

て
対

象


指

標
の

定
義

（
計

画
期

間
内

目
標

値
以

上
）
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
全

国
値

指
標

名
：
浄

化
槽

整
備

区
域

内
（
単

独
処

理
浄

化
槽

・
合

併
処

理
浄

化
槽

の
総

数
：
約

3
7
0
万

基
（
令

和
５

年
度

末
時

点
）
）
に

お
け

る
合

併
処

理
浄

化
槽

の
割

合

【
6
3
】
災

害
に

強
い

合
併

処
理

浄
化

槽
の

整
備

【
環

境
省

】


都

道
府

県
別

単
独

処
理

浄
化

槽
か

ら
、
災

害
に

強
く

早
期

に

復
旧

で
き

る
合

併
処

理
浄

化
槽

へ
の

転
換

を

推
進

し
て

い
る

。

（
令

和
６
年

度
末

時
点

）


ポ

イ
ン
ト


用

語
解

説

●
合

併
処

理
浄

化
槽

…
ト

イ
レ

か
ら

出
る

「
し

尿
」
と

台
所

、
風

呂
、
洗

濯
等

か
ら

出
る

「生
活

雑
排

水
」を

併
せ

て
処

理
。

（
⇔

単
独

処
理

浄
化

槽
、

し
尿

の
み

を
処

理
）

●
浄

化
槽

整
備

区
域

…
都

道
府

県
構

想
に

基
づ

き
、
市

町
村

が
合

併

処
理

浄
化

槽
の

整
備

を
促

進
す

る
区

域

（
（
浄

化
槽

整
備

区
域

内
に

お
け

る
合

併
処

理

浄
化

槽
基

数
）
／

（
浄

化
槽

整
備

区
域

内
に

お

け
る

合
併

処
理

浄
化

槽
基

数
と

単
独

処
理

浄

化
槽

基
数

の
合

計
））

×
1
0

0


指

標
の

定
義

69
78

10
0

R6
R1
2

R2
7

第
１
次

実
施

中
期
計
画

現
況

値
（％

）
将
来

目
標
値
（％

）

計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）

（
計

画
期

間
内

目
標

値
以

上
）


全

国
値
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63
73

10
0

R6
R1
2

R2
7

第
１
次

実
施

中
期
計
画


全

国
値

指
標

名
：
浄

化
槽

整
備

区
域

内
の

全
人

口
（
約

1
,3

0
0
万

人
（
令

和
５

年
度

末
時

点
）
）
の

う
ち

、
合

併
処

理
浄

化
槽

の
整

備
が

完
了

し
た

区
域

内
の

人
口

の
割

合

【
6
3
】
災

害
に

強
い

合
併

処
理

浄
化

槽
の

整
備

【
環

境
省

】


都

道
府

県
別

（
令

和
６
年

度
末

時
点

）

単
独

処
理

浄
化

槽
か

ら
、
災

害
に

強
く

早
期

に

復
旧

で
き

る
合

併
処

理
浄

化
槽

へ
の

転
換

を

推
進

し
て

い
る

。


ポ

イ
ン
ト

（
（
合

併
処

理
浄

化
槽

の
整

備
が

完
了

し
た

区

域
内

の
人

口
）
／

（
浄

化
槽

整
備

区
域

内
の

全

人
口

））
×

1
0

0


指

標
の

定
義

現
況
値

（％
）

将
来

目
標
値
（％

）

計
画
期
間
内

目
標
値
（％

）

（
計

画
期

間
内

目
標

値
以

上
）


用

語
解

説

●
合

併
処

理
浄

化
槽

…
ト

イ
レ

か
ら

出
る

「
し

尿
」
と

台
所

、
風

呂
、
洗

濯
等

か
ら

出
る

「生
活

雑
排

水
」を

併
せ

て
処

理
。

（
⇔

単
独

処
理

浄
化

槽
、

し
尿

の
み

を
処

理
）

●
浄

化
槽

整
備

区
域

…
都

道
府

県
構

想
に

基
づ

き
、
市

町
村

が
合

併

処
理

浄
化

槽
の

整
備

を
促

進
す

る
区

域
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